
新たな都市デザインあり方検討
（審議）

都市整備局 都市デザイン室

2023.09.27 都市美対策審議会 政策検討部会

資料１



調整の上、エッセンスを
都市計画マスタープラン全体構想へ
反映していく

１ 新たな都市デザインあり方検討の全体像

２ 新たな都市デザイン

(1)社会背景 (2) 理念と意義 (3)取組み姿勢

３ 今後の具体的取組みの展開

４ 都市計画マスタープランへの位置づけ

５ スケジュール

本日の説明内容

2



１ 新たな都市デザイン

あり方検討の全体像



１ 新たな都市デザインあり方検討の全体像

これまでの

「振り返り」

現状の市民の評価、50年の

変化を総まとめする

これからを考える

「未来会議」

市民と新たな潮流をつかみ

これからの視点を探る

×

７つの目標
1.歩いて楽しい

2.地形や風土を大切に

3.歴史や文化を大事にする

4.緑を豊かにする

5.水辺を大切にする

6.人が集う広場を増やす

7.人の心を動かす美しさ

実践

７つの取組み姿勢

今後の 具体的取組

これまでの都市デザイン 新たな都市デザイン（令和５年度）50周年まとめ（令和４年度）

理
念

個性と魅力ある
人間的な都市空間の創造

理
念

個性と魅力ある
人間的な都市空間の創造
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２ 新たな都市デザイン

5



７つの目標 ５つの新たな取組姿勢

×
1. 安全で快適な歩行者空間

2. 自然的特徴

3. 歴史的・文化的資産

4. オープンスペースや緑

5. 水辺空間

6. コミュニケーションの場

7. 形態的、視覚的 美しさ

２ 新たな都市デザイン

擁護すべき価値から暮らしに活かす価値へ

前回の都市美での説明内容

戦
略

理
念

『個性と魅力ある人間的な都市空間の創造』
ヒューマニティからパーソナリティへ

❶ 質の高く新しいもの・技術を既存の価値と組合わせて、横浜の個

性をつくる

❷ 思いもよらないもの・ことを組合わせて新しい価値につなげる

❸ 既存の制度に縛られず、新たな社会的要請に応えた望ましい都

市空間の実現に向けて実験・挑戦する

❹ 様々な主体の共創や協働が生まれやすい空間や仕組みをつくる

❺ 多様な価値観に応える魅力的な選択肢を用意する
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２ 新たな都市デザイン

７
つ
の
取
組
み
姿
勢

理
念

意
義

『個性と魅力ある人間的な都市空間の創造』

１．自然や歴史、地域の個性を未来に引き継ぐ

2. 個々人のあり方や、暮らしに寄り添う

３. エリアコンセプトを描き、共有する

4. 様々な主体や分野を横つなぎにして、まちの魅力を高める

５. 地域の主体性や創造性が発揮できるよう、環境を整える

６. 実験的な新しい取り組みを、積極的にすすめ、サポートする

７. 美しい、楽しいといった人の心を動かす都市をつくる

個性と魅力ある人間的な都市空間によって

 都市の価値を高める

 そこで出会い、ふれ合う人々のまちへの愛着や誇り （シビックプライド）を育む

 地域のアイデンティティを磨き市内各地の魅力的な暮らしの選択肢を増やす

個々人の暮らしにフォーカスして郊外地
への展開を進める

７つの目標を取り込みこれからの
「７つの取組み姿勢」にアップデート

理念を継承。「人間的な」が指すのは単一で
はなく多様化している人の価値観への対応

令和４年度 未来会議

社会背景

①生物多様性・循環型社会・自然との共生への対応

②防災・減災・レジリエンス、気候変動への対応

③少子高齢化社会のケア・子育て・新たなコミュニティの創造

④新たな暮らし方に応じた身近な生活圏のデザイン

7



２ 新たな都市デザイン

（１）社会背景
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２ 新たな都市デザイン【社会背景】

・身近な自然や水辺を再評価して暮らしに取り入れる

・既存の線引きによらず、生活圏や流域など対象とする圏域を適切に設定する

・市民と取り組む、都市のレジリエンスを高める環境と社会のデザイン

• 団地や街角をコミュニティを育む場としていく

• 都市デザインは建築や都市のハードだけではなく、福祉や教育など別領域との連携も必要

• 様々な人の暮らしの圏域の重なりになり得る公共空間のつくり込みが重要となる

• 多様な人々どうしの出会いを創出し、新たな活動を創り出す

• 個々の暮らしに合わせたテーマ型の柔軟なコミュニティが必要となる

• 「都心⇔郊外」という二元論的な価値観でなく多様な選択を重視した多元的な価値観を実現

• ローカルアイデンティティを突き詰めて考えていく

• コロナ禍を経て、ネイバーフッドの概念が変化している

• 人間が生きていくための環境を良くするデザインでウェルビーイングを目指す

未来会議 具体的キーワード
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社会背景

令和４年度
未来会議

①生物多様性・循環型社会・自然との共生への対応

②防災・減災・レジリエンス、気候変動への対応

③少子高齢化社会のケア・子育て・新たなコミュニティの創造

④新たな暮らし方に応じた身近な生活圏のデザイン



２ 新たな都市デザイン

（２）理念と意義
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２ 新たな都市デザイン【理念と意義】
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平成26年５月 都市美対策審議会
「横浜：都市デザインの先駆者としての今後の取
組（提言）」より

『個性と魅力ある人間的な都市空間の創造』

⇒継承

個性と魅力ある人間的な都市空間によって・・・

 都市の価値を高める

 そこで出会い、ふれ合う人々のまちへの愛着や誇り

（シビックプライド）を育む

理念を継承しつつ

「人間的な」が指しているものは
単一ではなく多様化している人の価値観への対応と捉える

社会で一つの価値観 個々人の多様な価値観

個々人の暮らしにフォーカスして

郊外地への展開を進める

理
念

意
義

 地域のアイデンティティを磨き

市内各地に魅力的な暮らしの選択肢を増やす



２ 新たな都市デザイン

（３）７つの取組み姿勢

12



２ 新たな都市デザイン 【７つの取組み姿勢】
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1. 歩行者活動を擁護し、安全で快適な歩行者空間を確保する

2. 地域の植生や地形など、自然的特徴を大切にする

3. 地域の歴史的・文化的資産を大切にする

4. オープンスペースや緑を豊かにする

5. 海、川などの水辺空間を大切にする

6. 人と人がふれあえる場、コミュニケーションの場を増やす

7. 形態的、視覚的美しさを求める

７つの目標７つの取組み姿勢

１．自然や歴史、地域の個性を未来に引き継ぐ。

2.個々人のあり方や、暮らしに寄り添う

３. エリアコンセプトを描き、共有する

4.様々な主体や分野を横つなぎにして、まちの魅力を高める

５. 地域の主体性や創造性が発揮できるよう、環境を整える

６.実験的な新しい取り組みを、積極的にすすめ、サポートする

７.美しい、楽しいといった人の心を動かす都市をつくる

地域資源を
いかす

新たな魅力の
打出し

新たな魅力を
実現する

手法

最終的な
到達目標



２ 新たな都市デザイン【７つの取組み姿勢】

１．自然や歴史、

地域の個性を未来に引き継ぐ

2.個々人のあり方や、暮らしに寄り添う
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自然的な特徴や、培ってきた歴史・文化、まちづく
りの経緯など、「地域の個性」に着眼し、その価値
を高めることで、未来に引き継いでいきます。

人それぞれに違う価値観や、様々なライフステージ
に合わせて自分らしい暮らしが送れるよう、子育て
やケア、働き方や移動のしやすさなどについて、都
市空間を通じて支えていきます。



２ 新たな都市デザイン【７つの取組み姿勢】
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３. エリアコンセプトを描き、共有する 4. 様々な主体や分野を横つなぎにして、
まちの魅力を高める

エリアの持つ可能性や大切な価値に基づき、
目指す未来像としてエリアコンセプトを描
きます。これにより、コミュニケーション
とその先の連携を促します。

異なる領域や主体間を長期的・広域的・包
摂的な視点を持って横断的にコーディネー
トし、連携を促すことで、まちの魅力を高
める「触媒」としての役目を果たしていき
ます。

５. 地域の主体性や創造性が
発揮できるよう環境を整える

６. 実験的な新しい取り組みを
積極的にすすめ、サポートする

ひろばや緑地、農地のような公共的な空間
に参加しやすい環境、仕組み、制度を整え
ます。地域の主体性や創造性を十分に発揮
できるようにすることで、特徴ある地域づ
くりや、多様な魅力につなげていきます。

新しい技術や制度の実験的活用など、挑戦
を伴う取り組みに積極的に関わることで、
これまでにない都市の魅力づくりをすすめ
ます。あわせて、地球環境やケアなど社会
背景や課題にも先駆的に取り組み、横浜ら
しい進取の気質を大事にしていきます。



２ 新たな都市デザイン【７つの取組み姿勢】

（出典）横浜市HP（提供）横浜みなとみらい２１
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7.美しい、楽しいといった

人の心を動かす都市をつくる

歩きながら体験する都市の美しさや楽しさ、居心地の良さと
いった、人の心や情緒に響く、豊かな都市を目指していきます。
ここにしかない風景や文化を生み出すことで、住みたい、訪れ
たいといった気持ちやシビックプライドを育みます。



２ 新たな都市デザイン

７
つ
の
取
組
み
姿
勢

理
念

意
義

『個性と魅力ある人間的な都市空間の創造』

１．自然や歴史、地域の個性を未来に引き継ぐ

2. 個々人のあり方や、暮らしに寄り添う

３. エリアコンセプトを描き、共有する

4. 様々な主体や分野を横つなぎにして、まちの魅力を高める

５. 地域の主体性や創造性が発揮できるよう、環境を整える

６. 実験的な新しい取り組みを、積極的にすすめ、サポートする

７. 美しい、楽しいといった人の心を動かす都市をつくる

個性と魅力ある人間的な都市空間によって

 都市の価値を高める

 そこで出会い、ふれ合う人々のまちへの愛着や誇り （シビックプライド）を育む

 地域のアイデンティティを磨き市内各地の魅力的な暮らしの選択肢を増やす

個々人の暮らしにフォーカスして郊外地
への展開を進める

７つの目標を取り込みこれからの
「７つの取組み姿勢」にアップデート

理念を継承。「人間的な」が指すのは単一で
はなく多様化している人の価値観への対応

令和４年度 未来会議

社会背景

①生物多様性・循環型社会・自然との共生への対応

②防災・減災・レジリエンス、気候変動への対応

③少子高齢化社会のケア・子育て・新たなコミュニティの創造

④新たな暮らし方に応じた身近な生活圏のデザイン
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３ 今後の具体的取組み
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３ 今後の具体的取組の展開

● 海をひらく

● 都心部“再”強化
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個性と魅力ある人間的な都市空間を創造し

◆都市の価値を高める

◆そこで出会い、ふれ合う人々のまちへの愛着や誇り（シビックプライド）を育む

◆地域のアイデンティティを磨き市内各地の魅力的な暮らしの選択肢を増やす

（出典）横浜市HP

（出典）Google社「Google マップ」 （出典）Google社「Google マップ」

（出典）横浜市HP

● 住宅地から

“ライフスタイルの拠点”へ



３ 今後の具体的取組の展開（イメージ）
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● 地域が持つ資源や個性を

事業に結び付けるよう誘導する

● 地域の専門家とデザインの専門家との

連携強化による新たな魅力づくり

2.個々人のあり方や、暮らしに寄り添う
３. エリアコンセプトを描き、共有する
５. 地域の主体性や創造性が発揮できるよう、環境を整える

１．自然や歴史、地域の個性を未来に引き継ぐ。
３. エリアコンセプトを描き、共有する
4.様々な主体や分野を横つなぎや連携によって、まちの魅
力を高める

海という資源を生かした将来像を描き、
複数の事業主体をつなぎあわせて実現へ向けて進める

区役所や地域で取り組むまちづくりにデザインの専門家が参画する
（出典）Google社「Google マップ」 （出典）Google社「Google マップ」



３ 今後の具体的取組の展開（イメージ）

● 環境共生という視点を

デザインに取り込んで魅せる

６.実験的な新しい取り組みを積極的にすすめ、サポートする
７.美しい、楽しいといった人の心を動かす都市をつくる

（出典）横浜市HP

木質化や建築物の緑化、水辺の活用など、環境共生の取組
みを身近な都市空間にデザインで取り込み、実感できるよ
うにする

● 歴史的建造物や身近な自然を体感できる

タッチポイントづくり

１．自然や歴史、地域の個性を未来に引き継ぐ
2.個々人のあり方や、暮らしに寄り添う
７.美しい、楽しいといった人の心を動かす都市をつくる

大切にされてきた歴史的建造物や自然を地域の暮らしに
取り込む

（提供）吉村伸一
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４ 都市計画マスタープラン

における位置づけ
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４ 今後の取組みの展開【都市づくりにおける役割】

● 都市づくりの枠組み（都市計画マスタープラン全体構想 改定検討より）

都市づくりのテーマと方針 都市像の実現にあたって必要な手法や視点

目指すべき横浜の都市像

賑わい

暮らし経済

環境
安全
安心

多様な主体
との連携

持続可能な
都市経営

土地利用制度の
戦略的な活用

都市空間
のデザイン

デジタル技術
の活用
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暮らし 経済 環境
安全
安心

賑わい

４ 今後の具体的取組の展開【都市デザイン】

俯瞰的な計画
都市マス（全体構想・区プラン）など

『個性と魅力ある人間的な都市空間の創造』
◆都市の価値を高める
◆そこで出会い、ふれ合う人々のまちへの愛着や誇り （シビックプライド）を育む
◆地域のアイデンティティを創出し市内各地の魅力的な選択肢を増やす

都市空間

都市デザイン

横浜を特徴づける景観、街並み、活動を形成する都市空間
24



５ スケジュール
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５ スケジュール

令和５年度 令和６年度～

都
市
美

審
議

都
市
マ
ス

都計審
答申

都計審
小委員会
答申原案

都計審
小委員会
答申案

パブコメ
原案縦覧等

素案
公表

改定

理念
戦略

５月
親会

７月
政策検討
部会

３月
親会

９月
親会

都
市
デ
ザ
イ
ン
あ
り
方
検
討

手法整理等 手法整理等 手法整理等

あり方検討
とりまとめ

随時
報告

政策検討
部会

政策検討
部会

理念
戦略

理念
戦略
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９月
政策検討
部会
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